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全員で長寿健康体操

背をのばす運動 体の柔軟性測定

老人スポーツの普及と健康保持
健康は何ものにも、 かえがたい財産といえま しょう。

スポーツを通じていつまでも若々しい身体を保ち、健

康で長生きしてもらうようにと、 7月4日午前10時か ら

午後3時まで市民体育館で、長寿スポーツ広場が開催さ

れま した。

市内老人クラブの代表者約80人が参加し、県スポーツ

研究指導センタ 一 指導主事清水清さん外2人の指導で

汗を流しながら熱心に研修を受けました。

研(彦会は、 60歳以上の老人で、 長寿健康体操やボーJレ

を使つてのゲームなどがあり、午後は、体力測定でスポ

ーツ広場の 1日が終りました。

長寿と若さを保つには、日頃から体力づくりに心がけ

規則正しい 日常生活をおく り、栄養のバランスを考え休

養と睡眠を十分にとって、いつも前向きに明るく過すよ

うl乙しましょう。

市は、老人の体力づくりを積極的に推進し、 健康で安

らかな生活ができるよう.各地域における老人スポーツ

の普及と健康保持のため努カしています。
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健康の維持・推進に

長寿スポーツ広場

市民体育館
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市民総ぐるみの環境美化を

。
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8月10日を市民大清掃の日に

市
民
憲
章
推
進
協
議
会

と

は

大村市民憲章推進協議会総会々場

昭
和
四
十
二
年
長
崎
国
体
成
功

を
目
標
に
市
民
運
動
推
進
協
議
会

が
結
成
さ
れ
た
の
が
母
体
で
す
。

国
体
終
了
後
解
消
さ
れ
た
も
の

の
、
今
後
も
市
民
運
動
を
継
続
し

よ
う
と
の
強
い
意
見
か
ら
、
昭
和

四
十
五
年
に
二
十
三
団
体
・
機
関

な
ど
の
代
表
に
よ
っ
て
新
た
に
市

民
運
動
推
進
協
議
会
が
発
足
し
、

花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
中
心
に
活
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
四
十
七
年
に
は
市
民

憲
章
が
制
定
さ
れ
、
四
十
八
年
に

は
全
国
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
へ

加
入
す
る
な
ど
の
変
遷
を
経
ま
し

た
が
、
市
民
憲
章
の
普
及
、
啓
蒙

を
更
に
す
す
め
る
た
め
に
昨
年
七

月
発
展
的
に
解
消
、
新
た
に
大
村

市
民
憲
章
推
進
協
議
会
と
し
て
発

足
、
現
在
は
市
内
百
以
上
の
団
体

機
関
な
ど
の
代
表
の
人
々
が
参
加

市
民
の
皆
さ
ん
と
手
を
と
り
あ
っ

て
の
運
動
が
、
今
後
ま
す
ま
す
期

待
さ
れ
る
組
織
で
す
。

去
る
七
月
四
日
市
民
会
館
で
聞

か
れ
た
総
会
で
、
表
題
及
び
つ
ぎ

に
掲
げ
る
よ
う
な
環
境
美
化
推
進

の
た
め
の
事
業
計
画
に
よ
っ
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
総
ぐ
る
み
の
実
践

運
動
を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
な
り

な

手

で

住

の

ま
し
た
。

ど
う
か
皆
さ
ん
の
絶
大
な
ど
協

力
に
よ
っ
て
こ
の
事
業
を
盛
り
上

げ
て
下
さ
い
。

日
年
度
の
役
員
決
る

A
A

会
長
森
福
治
(
町
総
代
連
合

A
Z
E
R
)
 

企
副
会
長
樋
上
忠
一
(
公
民
館

連
絡
協
議
会
長
)
小
松
初
子
信

(
連
合
婦
人
会
長
)
朝
長
和
敏

(
青
年
団
連
絡
協
議
会
長
)

企
監
事
議
宮
田
保
二
四
(
老
人
ク
ラ

つ
ブ
連
合
会
長
)
上
野
諦
信
父
子

炉
一供
会
育
成
連
絡
協
議
会
長
話
題

企
一
顧
問
松
本
寅
一
(
市
長
)
園

勢
戸
利
春
(
市
議
会
議
長
)
宰

置

セ

イ

ダ

力

ア

ワ

ダ

チ

ソ
ウ
な
ど
有
害
雑
草

の
除
去

自
分
の
所
有
す
る
土
地
に
は
え

て
い
る
雑
草
を
家
族
ぐ
る
み
で
取

り
除
き
ま
し
ょ
う
。

軍
手
を
は
め
て
一
本
ず
つ
引
き

ぬ
け
ば
比
較
的
楽
に
恨
か
ら
と
れ

小
学
生
で
も
や
れ
ま
す
。

官
公
署
や
事
業
所
の
周
囲
に
も

は
え
て
い
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。

不
在
地
主
所
有
地
が
最
も
繁
茂

み

fた

く

な

る

大

村

市

に

」
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管
理
者
は
責
任
を
も
っ
て
除
去
川

セ

イ

ダ

カ

ア

ワ

ダ

チ

ソ

ウ

と

は

一

し

て

下

さ

い

。

~

キ

ク

科

の

多

年

草

で

、

地

下

茎

粉

が

ゼ

ン

ソ

ク

の

原

因

に

な

る

と

い

特
に
三
四
号
国
道
沿
い
や
新
空
い
は
地
中
を
横
走
、
茎
は
高
さ
一

t
の
説
も
あ
る
。

r

港
へ
の
道
路
沿
い
は
市
の
美
観
を
二
一
・
五
汎
に
も
な
る
。
密
生
し
た
と
乙
ろ
は
少
年
非
行
川

J
 

著
し
く
害
し
て
い
ま
す
。
川
北
米
原
産
で
日
本
に
は
戦
後
入
の
巣
窟
に
な
る
乙
と
も
あ
り
、
枯
)

お
互
い
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
一
っ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
れ
る
と
火
災
を
起
し
や
す
く
住
宅
九

人
が
百
本
で
も
二
百
本
で
も
引
き
~
最
初
、
北
九
州
一
帯
に
広
が
っ
へ
延
焼
の
危
険
も
あ
る
の
で
、
消
V

ぬ
き
、
一

(
L
d
で
も
二

o
d
で
も
〉
た
が
、
繁
殖
能
力
が
お
う
盛
で
侵
防
署
で
も
厳
重
に
警
告
し
て
い
る
叫

刈
り
と
る
運
動
を
展
開
し
ま
し
よ
れ
入
後
は
ま
た
た
く
聞
に
広
が
り
、
こ
の
有
害
雑
草
を
退
治
す
る
に
凡

ぅ

。

~

今

で

は

全

国

に

繁

茂

し

て

い

る

o

は
市
民
総
ぐ
る
み
の
運
動
が
望
ま
い

い
秋
に
は
黄
色
い
花
が
咲
き
、
花
れ
て
い
る
。
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し
て
い
ま
す
。

圃
家
の
ま
わ
り

ω分
間
清
掃

皆
さ
ん
の
家
の
内
部
だ
け
で
な

く
、
家
の
ま
わ
り
を
家
族
全
部
で

三
十
分
間
清
掃
を
実
施
し
ま
し
ょ

，っ。
周
囲
の
溝
や
庭
、

花
壇
な
ど
の

雑
草
除
去
‘
普
通
、
気
づ
か
な
い

す
み
ず
み
の
清
掃
を
し
ま
し
ょ

，っ。
家
族
ぐ
る
み
の
輪
を
広
げ
て
町

内
中
で
一
定
の
日
を
決
め
て
い
っ

せ
い
に
実
施
す
る
の
も
ひ
と
つ
の

方
法
で
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
で
楽
し
い

清
掃
運
動
を
展
開
し
て
下
さ
い
。

更
に
こ
れ
を
チ
ャ
ン
ス
に
毎
月

一
回
い
っ
せ
い
清
掃
実
践
に
発
展

す
る
よ
う
家
族
ぐ
る
み
、
町
内
ぐ

る
み
、

職
場
ぐ
る
み
で
輪
を
広
げ

て
行
き
ま
し
ょ
う
。

園
公
共
施
設
、
文
化
財

墓
地
な
ど
の
清
掃

公
共
施
設
や
文
化
財
な
ど
の
清

掃
も
職
場
ぐ
る
み
で
、
み
ん
な
で

話
し
あ
っ
て
取
り
組
ん
で
や
り
ま

・し
ょ
，っ。

お
盆
前
で
も
あ
り
ま
す
し
、
祖

先
崇
拝
の
意
味
か
ら
も
各
自
の
墓

地
を
き
れ
い
に
清
掃
し
て
ご
先
祖

に
喜
ん
で
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

臨
環
境
美
化
市
民
大
会

こ
の
よ
う
な
旬
間
が
終
了
し
ま

し
た
ら
、
次
の
日
程
で
市
民
大
集

会
を
行
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
十
日
間
の
成
果
を

検
討
し
、
今
後
の
取
組
み
の
足
場

を
作
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一

人
の
心
の
中
に
「
や
る
」
自
覚
の

灯
を
と
も
す
集
会
に
盛
り
上
げ
ま

ー)ょ・つ。

日
時

午
後
七
時

八
月
十
一
日

か
ら
九
時
ま
で
の
夕
べ

場
所

市
民
会
館
大
ホ
i
ル

参
加
者

こ
の
旬
間
中
環
境
美
化

運
動
の
実
践
に
参
加
さ
れ
た
市

民
の
皆
さ
ん

行
事
の
あ
ら
ま
し

旬
間
行
事
の
経
過
発
表

永
年
実
践
者
の
表
彰

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

参
加
記
念
品
の
贈
呈
な
ど
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ロ

月/

日

10 

月

t美
iし
jく;

精
霊
流
し
は
集
積
地
J¥  

皆
さ
ん
の
こ
協
力
を

恒
例
の
お
盆
行
事
(
精
霊
流
し
)

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

大
村
湾
や
河
川
な
ど
を
美
し
く

き
れ
い
に
す
る
運
動
の
一
つ
と
し

て
当
日
の
精
霊
舟
や
供
物
な
ど
を

海
や
川
に
流
さ
な
い
よ
う
に
、
次

の
こ
と
に
ど
協
力
下
さ
い
。

精
霊
舟
な
ど
の
指
定

集

積

地

て
中
央
地
区
(
大
村
、
西
大
村
)

馬
場
先
波
止
埋
立
地

一
一
、
郡
地
区
(
竹
松
、
福
重
、
松

原
)

火
力
発
電
所
伏
原
埋
立
地

三
、
鈴
田
地
区

三
鈴
橋
、
射
場
前
ガ
ー
ド
下

四
、
三
浦
地
区

舟
津
、
日
泊
、
溝
陸

中
央
、
郡
地
区
で
の
行
事

現
地
に
祭
壇
を
設
け
、
合
同
供

養
(
午
後
九
時
ご
ろ
)
を
行
い

遂
次
現
場
で
焼
却

鈴
田
、

三
浦
地
区

集
積
地
に
誘
導
、
午
後
九
時
ご

ろ
か
ら
現
場
で
焼
却

指
定
集
積
地
に

遠

い

ノ、

適
宜
焼
却
願
い
ま
す
。

交
通
規
制

当
日
の
混
雑
と
事
故
防
止
の
た

め
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
午
後
十

時
三
十
分
ま
で
の
問
、
次
の
と
お

り
交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

て
精
霊
舟
の
長
さ
一
一
汎
以
上
の

も
の
は
国
道
三
四
号
線
の
歩
道

は
通
行
で
き
な
い

二
、
本
経
寺
下
交
差
点
か
ら
馬
場

日

環

境

美

化

先
波
止
の
聞
は
諸
車
通
行
禁
止

但
し
路
線
パ
ス
を
除
く

三
、
馬
場
先
波
止
付
近
に
駐
車
で

き
る
の
は
指
定
車
の
み
で
す
。

そ

の

他

旬

間一
、
精
霊
舟
を
車
両
で
運
搬
す
る

と
き
は
危
険
で
す
か
ら
灯
ろ
う

の
火
を
消
す
こ
と

二
、
精
霊
船
は
長
さ
十
相
川
、
幅
二

・
五
汎
、
高
さ
三
・
五
れ
以
下

で
あ
る
乙
と
。
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精霊流しの花火

願お

事故のないお盆を

お
盆
と
と
も
に
、
精
霊
流
し
も

近
ま
っ
て
き
ま
し
た
が
、
精
霊
流

し
に
は
花
火
が
つ
き
も
の
で
す
。

夏
の
風
物
詩
を
飾
る
楽
し
い
花

火
で
す
が
、
大
火
を
ひ
き
起
し
た

り
、
又
、
人
の
身
体
を
傷
つ
け
危

険
な
も
の
で
す
。

昨
年
の
花
火
事
故
は
県
内
で
六

件
発
生
し
、
う
ち
、
け
が
人
が
四

人
、
火
災
に
よ
る
被
害
が
百
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
四
年
に
は
佐
世
保
で

大
火
災
を
ひ
き
起
し
、
約
四
億
円

の
被
害
を
だ
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
精
霊
流
し
で
は
、
宗
教

的
行
事
で
あ
る
寛
容
さ
か
ら
、
無

謀
な
行
動
に
出
る
人
が
い
ま
す
。

警
察
で
は
、
花
火
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
火
薬
類
取
締
法
、
道

路
交
通
法
、
軽
犯
罪
法
な
ど
の
法

規
を
適
用
し
て
規
制
す
る
と
に
し

て
い
ま
す
が
、
布
民
の
皆
様
に
も

ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

精
霊
流
し
の
日
は
、
次
の
こ
と

を
守
っ
て
花
火
な
ど
に
よ
る
事
故

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

花
火
の
販
売
庖

一
、
精
霊
舟
の
通
る
道
筋
の
屈
で

は
花
火
類
の
陳
列
、
販
売
は
し

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い

二
、
矢
び
ゃ
、
爆
竹
、
投
げ
玉
、

乱
れ
玉
な
ど
危
険
性
の
強
い
花

火
の
販
売
は
自
粛
し
て
下
さ
い

い

r
J
J
e
t
J
k
y
=
t
f
r，Z231-JKE--，亡く
JtJ-J一〉
1

・1
・
三
〈

f
e
J
J
3一'Z叫

ん

精

霊

舟

用

と

し

て

叫

F
 

一

モ

ー

タ

ー

ボ

ー

ト

無

償

払

下

げ

~

〉

払

下

条

件

申

込

期

限

及

び

現

品

支

給

V白

、O
町
単
位
か
部
落
単
位
で
あ
る
乙
八
月
五
日
ま
で
(
払
下
げ
は
先
九

の

と

。

個

人

に

は

払

下

げ

ま

せ

ん

着

順

で

す

)

い

へ
O
精
霊
舟
と
し
て
利
用
し
焼
却
す
申
込
先
市
企
画
室
公
害
交
通
係
へ

い
る
乙
と
。

A

f
ご『〉

-3t
、=
e
f
f
J
2
3・
'
E
t
-
-
r
-P
/
3
1
t
J
r
f
J
三
、
.
三
'
h

精
霊
舟
の
コ

l
ス
に
あ
た
る
商

庖
・
住
宅
街

一
、
精
霊
舟
の
通
る
商
居
街
な
ど

で
は
、
万
一
の
事
故
に
備
え
て

消
火
器
具
を
準
備
し
て
下
さ
い

二
、
着
火
引
火
し
や
す
い
油
類
、

セ
ル
ロ
イ
ド
、
枯
木
枯
葉
、
そ

の
他
燃
え
や
す
い
物
の
陳
列
、

放
置
な
ど
し
な
い
よ
う
に
整
理

し
て
お
い
て
下
さ
い

三
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
駐
車

場
、
玩
具
販
売
居
、
塗
料
庖
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
販
売
居
、
そ
の

他
燃
え
や
す
い
物
を
取
扱
う
庖

で
は
花
火
な
ど
の
使
用
禁
止
の

表
示
を
し
て
下
さ
い

危
険
な
場
所
で
の
花
火
の

使
用
禁
止

一
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
駐
車

場
、
玩
具
販
売
居
、
塗
料
居
、

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
販
売
庖
及
び
そ

の
付
近
、
道
幅
の
狭
い
と
と
ろ

見
物
人
、
通
行
人
が
密
集
し
雑

踏
し
て
い
る
と
乙
ろ
な
ど
で
は

矢
び
ゃ
、
爆
竹
.
投
げ
玉
、
乱

れ
玉
な
ど
の
使
用
は
絶
対
に
禁

止
し
ま
す

二
、
精
霊
舟
に
は
、
責
任
者
を
定

め
て
下
さ
い
。

文
、
警
察
で
は
「
花
火
取
扱
者
」

を
指
定
し
、
何
ら
か
の
マ

l
ク

を
つ
け
さ
せ
る
考
え
で
す

三
、
花
火
の
ほ
か
、
精
霊
流
し
に

参
加
す
る
人
に
は
飲
酒
を
自
粛

さ
せ
、
他
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
、
酒
類
を
出
す
場
合
は
精

霊
流
し
が
終
っ
て
か
ら
出
す
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。
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夏

動運民県

--8月15日7月16日

一

海

水

↑

海
水
浴
・
ン
|
ズ
ン
を
迎
え
‘
松

…
原

・
三
浦
海
水
浴
場
を
そ
れ
ぞ
れ

.
八
月
三
十
一
日
ま
で
開
設
し
ま
す

一

遊
泳
時
間
は
午
前
九
時
L

一十
分

一
か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

↑

な
お
、
自
家
用
車
で
行
か
れ
る

~
と
き
は
、
三
浦
海
水
浴
場
横
駐
車

交
通
事
故
の
多
発
す
る
夏
季
を

と
ら
え
、
七
月
十
六
日
か
ら
八
月

十
五
日
ま
で
県
卜
い
っ
せ
い
に

交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点
は

「
歩
行
者
、
特
に
子
供
と
老
人
の

交
通
事
故
防
止
」

「
飲
酒
、
過
労
、
暴
走
運
転
に
よ

る
交
通
事
故
防
止
」
を
図
る
も
の

で
す
。乙

の
運
動
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
、
市
民

一
人
一

人
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
積
極
的
に
参
加
し
ま

1υ

よ
，っ。

事
故
防
止
に
つ
い
て
特
に
次
の

事
を
お
願
い
し
ま
す。

浴

場

開

松

原

:
:
:
7
月

叩

ニ

浦

:
:
:
7
月

刊
(
家
庭
の
皆
さ
ん
へ
)

O
一
日

一
回
は
、
交
通
安
全
に

つ

い
て
話
し
合
い
を
し
た
り
、

指

導
を
し
て
下
さ
い

O
飲
酒
運
転
者
を
出
さ
な
い
た
め

「
三
な
い
運
動
」
を
徹
底
し
て

下
さ
い
(
の
ん
だ
ら
の
ら
な
い

の
る
な
ら
の
ま
な
い
、
の
る
な

ら
の
ま
せ
な
い
)

O
レ
ジ
ャ

ー
の
時
は
、
強
行
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
は
な
く
余
浴
の
あ

る
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う。

(
運
転
者
の
皆
さ
ん
へ
)

O
飲
酒
運
転
、
暴
走
運
転
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う

O
健
康
管
理
に
十
分
気
を
つ
け
、

過
労
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う

。
車
両
の
始
業
点
検
を
励
行
し
ま

-uょ
v

つ

O
二
輪
車
に
乗
る
時
は
必
ず
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う。

0

0

0

0

0

0

0

 

子

供

を

水

魔

か

ら

0

0

0

0

0

0
 

守
り
、
ま
し
ょ
う

き

日

か

り

日

か

り

場
、
松
原
海
水
浴
場
は
変
配
川
横

す

の
指
定
駐
車
場
に
駐
車
し、

道
路

O
遊
泳
禁
止
の
表
示
が
さ
れ
て

に
は
絶
対
駐
車
し
な
い
で
下

さ

い

い

る
所
で
は
絶
対
泳
が
な
い

注

意

で

下

さ

い

@
漁
業
操
業
な
ど
で
危
険
の
た
め

O
監
視
員
の
指
示
に
は
必
ず
従

海
水
浴
場
区
域
外
並
び
に
午
後
い
ま
し
ょ
う
。

六
時
以
降
の
遊
泳
を
禁
止
し
ま

グ

夏
で
す
。
水
の

シ
ー
ズ

ン
で
す

子
供
た
ち
は
水
遊
び
に
走
り
ま

す。
で
も
、
そ
こ
に
は
幼
い
子
供
の

生
命
を
ね
ら
っ
た
水
魔
が
ひ
そ
ん

で
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。昨

年
中
、
水
の
事
故
で
死
亡
し

た
人
は
県
内
で
七
十
人

で
.
そ

の
う
ち
三
十
九
人
(
五
五
・
七
%
)

は
全
く
水
の
恐
ろ
し
さ
を
知
ら
な

い
幼
児
で
す
。

水
難
は、

季
節
的
に
発
生
し
、

五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
多
く
な

り
ま
す
。

子
供
の
事
故
は
親
の
責
任
で
す

親
も
近
所
の
人
も
み
ん
な
で
力

を
あ
わ
せ
て
、
水
死
事
故
を
な
く

ー
レ
古
Am--u
ょ・っ。

。
幼
児
を
守
る
た
め
に
は

一、

お
母
さ
ん
方
は
、
幼
児
だ
け

遊
ば
せ
な
い
。
と
く
に
海
、
川

池
の
近
く
で
は
気
を
つ
け
ま
し

ょ
v

つ

二、

幼
児
に
は
、
川
や
池
、
溝
、

水
槽
な
ど
が
恐
ろ
し
い
乙
と
を

教
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

三、

家
の
近
く
に
あ
る
溝
、
井
戸

池
な
ど
危
険
な
と
こ
ろ
に
は
、

管
理
人
、
所
有
者
が
「
さ
く
」

な
ど
を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
'つ

四
、
日
ご
ろ
な
じ
ん
で
い
る
庭
池

に
は
余
り
危
険
を
感
じ
な
い
が

幼
児
に
と

っ
て
は
「
落
し
穴
」

同
然
で
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。

落
ち
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

O
水
深
禁
止
場
所
で
は
泳
が
な
い

水
死
事
故
は
、
水
泳
禁
止
区
域

な
ど
で
起

っ
て
い
ま
す
。

流
れ
の
急
な
と
乙
ろ
、

急
に
深

く
な
っ
た
と
こ
ろ
、
水
が
冷
た
い

と
乙
ろ
は
水
泳
禁
止
の
立
札
が
あ

る
の
で
、

絶
対
に
泳
が
な
い
よ
う

に
子
供
に
よ
く
教
え
て
お
き
ま
し

ょ
v

っ。

。
安
全
に
心
掛
け
よ
う

海
や
プ
l
ル
な
ど
に
出
か
け
る

と
き
は
、

次
の
こ
と
を
守
っ
て
事

故
が
起
き
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

l
)

よ
'つ。

一
、
急
に
飛
び
こ
ま
な
い。

必
ず
準
備
運
動
を
し
て
身
体
を

水
で
ぬ
ら
し
て
か
ら
泳
ぎ
ま
し

ょ
ゐノ

二、

波
ゃ
う
ね
り
が
高
い
と
き
は

危
険
で
す
。

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

三
、
食
後
、
空
腹
時
に
は
泳
が
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

四、

ひ
ど
く
疲
れ
て
い
る
と
き
は

泳
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

五
、
泳
げ
な
い
人
は
、
ボ
l
ト
、

舟
、
い
か
だ
に
乗
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

六、

子
供
だ
け
泳
ぎ
に
や
る
の
は

危
険
で
す
。

保
護
者
か
責
任
あ
る
人
が

つ
い

て
行
き
ま
し
ょ
う

七、

泳
ぎ
に
自
信
が
あ
る
か
ら
と

あ
ま
り
沖
に
出
る
と
帰
り
は
無

理
を
し
ま
す
。
ご
注
意
下
さ
い

八
、
引
卒
者
や
監
視
人
は
絶
え
ず

人
員
の
点
検
を
し
ま
し
ょ
う
o

r
‘、
Y
1
r
、-fe
J

・2
2
、，F
-er
‘、.re
--r

、fe
，，，

国
勢
調
査
に

ご
協
力
を

今
年
十
月
一
日
に
は
国
勢
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
町
総
代
の
皆

様
並
び
に
地
域
住
民
の
皆
様
の
ど

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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o 
耳

'fit-回
葉

の

相

談

日

毎

月

第

3
土

曜

日

午

後

1
時

1

4
時

日
本
脳
炎
に
ご
注
意

蚊
の
発
生
を
防
止
し
よ
う

本
格
的
な
夏
が
や
っ
て
来
ま
す

一
番
気
が
か
り
な
の
は
日
本
脳
炎

の
流
行
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

乙
の
日
本
脳
炎
の
媒
介
者
は
蚊

で
す
。町

内
ぐ
る
み
で
水
た
ま
り
へ
の

薬
剤
散
布
、
雑
草
の
刈
取
り
な
ど

ボ

i
フ
ラ
駆
除
対
策
を
た
て
蚊
の

発
生
を
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う

又
、
各
人
の
健
康
管
理
は
予
防

の
う
え
か
ら
も
大
切
な
こ
と
で
す

次
の
事
柄
を
よ
く
守
り
病
気
に

か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

①
過
労
を
さ
け
睡
眠
を
十
分
に
と

る
こ
と

②
栄
養
を
十
分
に
と
る
こ
と

③
特
に
無
帽
で
日
光
に
長
時
間
照

ら
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注

意
す
る
こ
と

①
夜
間
睡
眠
中
、
蚊
に
刺
さ
れ
な

い
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
。

ゴ
ミ
、
し
尿
処
理
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
せ
は

大
村
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ

②
l
三
五
三
九

②

l
一一
八

一
四

最
近
、
出
か
せ
ぎ
に
出
る
人
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
出
か
せ

出かせぎ者助けあい制度

射
さ
ん
」
い

，つ

特
殊
な
就

労
条
件
で

あ
る
た
め

こ
れ
ら
の

人
の
な
か

に
は
、
職

場
で
の
災

害
や
賃
金

不
払
い
な

ど
に
あ
っ

た
場
合
、

員加入を-全

十
分
な
補

償
が
受
け

ら
れ
ず
、
泣
き
寝
入
り
の
状
態
で

1
)

↑ι
。

そ
乙
で
県
と
市
町
村
が
協
力
し

大

村

都

市

計

画

区

域

い

七

月

一

日

付

で

変

更

大
村
都
市
計
画
区
域
が
七
月
一
土
地
の
売
買
、
又
は
開
発
行
為
を
上
稲
川
内
、
白
鳥
、
平
小
川
郷
~

山
日
付
で
変
更
に
な
り
、
従
来
の
区
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
届
出
字
茂
手
、
似
田
、
西
光
寺
、
平
山

~
域
に
、
今
回
新
た
に
次
の
区
域

が

申

請

が

必

要

と

な

り

ま

す

。

ノ

前

、
古
園
、
下
小
川
内
、
平
山

山
都
市
計
画
区
域
と
な
り
ま
し
た
の
詳
し
い
こ
と
は
市

企

画

室

へ

お

三

反
田

い

で

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

尋

ね

下

さ

い

。

O
木
場
郷
字
落
シ
口

、
大
高
野
、

/

な
お
都
市
計
画
区
域
に
な
り

O
三
浦
地
区
の
全
域

O
箕
島
郷
、
杭
出
津
郷
字
臼
島
、

へ
ま
す
と
、
建
築
確
認
申
請
が
必
要

O
中
里
郷
、
大
里
郷
、
陰
平
郷
、
そ
の
他
埋
立
地

九
と
な
る
ほ
か
、
一
定
規
定
以
上
の
岩
松
郷
字
井
手
ノ
平
、
中
田
、

V

て
、
出
か
せ
ぎ
者
を
会
員
と
し
た

助
け
あ
い
制
度
を
つ
く
り
現
在
加

入
申
込
み
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

出
か
せ
ぎ
者
は
、
全
員
加
入
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

ま申
す込
。み

は
社
メ~
Zミ

課
で
g 
.:><:.. 

付
け
て

制
度
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

会

員

一

カ
月
以
上

一
年
未
満
居

住
す
る
市
町
村
を
離
れ
て
働
い

た
の
ち
市
町
村
に
帰
る
人
で
、

い
わ
ゆ
る
出
か
せ
ぎ
者
は
だ
れ

で
も
加
入
で
き
ま
す

有
効
期
間

一
年
間

申
込
ま
れ
た
日
か
ら

給
付
の
内
容

O
出
か
せ
ぎ
者
が
死
亡
の
場
合

五
十
万
円

Q
柄
気
や
け
が
を
し
た
時

三
万
円
か
ら
三
十
万
円

O
留
守
宅
が
半
焼
以
上
の
火
災
に

あ
っ
た
と
き
十
万
円

O
賃
金
不
払
い
の
と
き

五
万
円
程
度
一
時
貸
付
け

O
出
か
せ
ぎ
先
へ
の
家
族
訪
問

(
昨
年
一
人
参
加
さ
れ
ま
し
た
)

死
亡
の
場
合
の
遺
族
旅
費
実
費

支
給

。
会
費
(
保
険
料
)
年
額
二
百
円

福

祉
J
6

セ
ン

タ国
民
健
康
保
険
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
課
税
謀
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

書
を
七
月
十
四
日
に
発
送
し
ま
し
今
月
の
納
税
は
固
定
資
産
税
二

た

。

期

と

国

民

健

康

保

険

税

で

す

。

も
し
届
か
な
か
っ
た
り
、
わ
か
早
め
に
納
付
し
て
下
さ
い
。

ら
な
い
乙
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
市

お

出

か

け

よ

b
v
つ

最
近
、
金
融
機
関
、
商
居
、
事

務
所
な
ど
を
狙
う
金
庫
破
り
、
出

自
荒
し、

事
務
所
荒
し
な
ど
が
続

発
し
、
文
、
一
般
住
宅
を
狙
う
空

巣
狙
い
、
忍
込
み
な
ど
も
増
加
し

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
警
察
で
は
七
月

t
八
月

中
、
こ
れ
ら
の
侵
入
盗
を
未
然
に

防
止
し
て
市
民
生
活
の
安
全
を
守

る
た
め
、
警
察
力
に
よ
る
抑
止
作

戦

(
パ
ト
ロ
ー
ル
作
戦
)
と
同
主

防
犯
活
動
に
よ
る
抑
止
作
戦
(
ロ

ッ
ク
作
戦
)
を
合
わ
せ
て
行
う
「

ロ
ッ
ク
・
パ
ト
ロ
ー
ル
作
戦
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
次
の
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す

一
、
警
察
の
行
う
防
犯
診
断

(戸
締
り
や
錠
の
点
検
と
指
導
)

の
円
滑
な
実
施

は
度

確

か

め

て

二
、
隣
近
所
連
絡
共
助
体
制
づ
く

灼
J

三
、
防
犯
懇
談
会
な
ど
広
報
に
つ

い
て
の
便
宜
供
与

四
、
不
審
な
人
物
や
車
を
発
見
の

際
の
通
報
な
ど
ロ
ッ
ク
・
パ
ト

ロ
ー
ル
作
戦
の
効
果
的
な
推
進

に
つ
い
て
ど
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

H

防
犯
は
戸
ご
と
人
ご
と

職
場
ご
と
H

「
ご
用
心
」

野
菜
類
ど
ろ
ほ
う
に

最
近
、
市
内
で
農
産
物
の
盗
難

が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
農
家

の
人
は
厳
重
な
警
戒
を
す
る
と
共

に
、
被
害
が
あ
っ
た
場
合
は
大
小

に
か
か
わ
ら
ず
、
最
寄
り
の
防
犯

連
絡
所
か
駐
在
所
に
届
け
出
て
下

大」い。
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(6) 

視
聴
覚
ラ
イ
ブ

一フリ

i

フ
ィ
ル
ム
・
教
材
な
ど
貸
出
し

市政だより

昨
年
十
月
に
発
足
し
た
「
大
村

市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
は
十

六
ミ
リ
映
画
フ
ィ
ル
ム
を
中
心
に

整
備
を
し
て
い
ま
す
。

映
写
を
使
っ
た
学
習
や
集
会
の

効
果
は
す
ば
ら
し
く
、
す
で
に
子

供
会
、
婦
人
・
老
人
の
グ
ル
ー
プ

ゃ
、
又
、
公
民
館
、
職
場
、
学
校

な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

映
画
フ
ィ
ル
ム
の
ほ
か
に
も
、

視
聴
覚
機
材
、
教
材
の
貸
出
し
ゃ

利
用
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
に
も

応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下

さ
い
。

企
十
六
ミ
リ
映
画
フ
ィ
ル
ム
紹
介

。
わ
る
く
な
っ
た
と
い
う
け
れ

ど
(
カ
ラ

1
・
十
九
分

)
Oあ
り

が
と
う
が
言
え
な
い
(
白
黒
、
二

十
八
分

)

O
の
び
ゆ
く
子
供
会

(
カ
ラ

l
、
三
十
分

)
Oわ
ん
ぱ

く
漂
流
記
(
カ
ラ
!
、
五
十
七
分

)
Oあ
る
父
親
の
願
い
(
カ
ラ
ー

三
十
二
分

)
O山
び
乙
よ
歌
え
(

カ
ラ

i
、
三
十
三
分

)
O読
む
乙

人

中

央

小

学

校

運

動

場

の

~

一

一

般

開

放

を

中

止

…

一
学
校
緑
化
運
動
の
一
環
と
し
て
が
、
芝
の
生
育
な
ど
の
関
係
も
♂

〈
中
央
小
学
校
運
動
場
の
一
部
に
芝
あ
り
ま
す
の
で
九
月
十
五
日
ま

h

γ乞
植

え

ま

す

。

で

中

央

小

学

校

運

動

場

の

一

般

V

ゾ
芝
の
植
え
込
み
が
七
月
初
旬
か
開
放
を
中
止
し
ま
す
。

J

ぐ

り

七

月

末

日

ま

で

の

予

定

で

す

教

育

委

員

会

ん

f
，
r
z
、J
1
J
‘、，
re，
i
、fee
，r
，
J
'
、J
a
'
J
‘E
f
t
-
，、
f'e
，r
，
p
f
、J
t
J
k
y
-
-
r
、Jde
，r
e--2
、J
'
'
z
-
L
E
U

図

耳

と

言

葉

の

相

談

と
書
く
乙
と
、
生
き
る
乙
と
(
カ

ラ
l
、
三
十
分

)
O
若

い

隣

人

(
カ
ラ
l
、
二
十
九
分

)
O生
命

の
創
造
(
カ
ラ

i
、
二
十
一
分
)

O
親
子
と
は
な
に
か
(
カ
ラ
l
三

十
一
分

)
O子
供
を
伸
ば
す
叱
り

方
(
カ
ラ
l
、
三
十
分

)
O働
く

母
ー
そ
の
子
供
の
心
に
残
る
も
の

|
(
カ
ラ
l
、
三
十
三
分

)
O実

り
あ
る
日
に
(
カ
ラ
i
、
三
十
三

分

)
O
乙
こ
で
子
供
は
育
つ
(
白

黒
、
三
十
一
分

)
O青
年
の
生
活

設
計
(
カ
ラ
l
、
三
十
一
分

)
O

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
恋
人
(
カ
ラ
i

三
十
一
分

)
Oて
ん
ま
の
と
ら
ゃ

ん
「
マ
ン
ガ
」
(
カ
ラ

l
十
七
分
)

O
熱
帯
ア
ジ
ア
の
動
物
(
カ
ラ
i

三
十
分

)
O私
た
ち
の
老
後
(
カ

ラ
l
、
三
十
分

)
O
小

さ

な

勇

気
の
物
語
(
カ
ラ

I
、
三
十
九
分
)

O
思
い
や
り
(
カ
ラ
l
、
三
十
分
)

O
親
の
知
ら
な
い
世
界
(
カ
ラ
i

三
十
一
分

)
Oも
う
子
供
じ
ゃ
な

い
(
白
黒
、
二
十
九
分

)
O高
齢

者
と
交
通
安
全
(
カ
ラ
l
二
十
九

分

)
O和
君
、
返
事
し
て
(
カ
ラ

ー
、
十
五
分

)
O
乙
の
子
ど
乙
の

子
(
カ
ラ
ー
、
二
十
分
)

備
考
貸
出
し
に
つ
い
て
は
、
貸

出
し
規
定
に
よ
る
。

企
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

久
原
郷
一
の
一
、
中
央
公
民

館
内

電
話
②

l
四
三
二
一

zp
l
AV-
2-T
1
0
1
1
1
0
1
1
1
0
1
EF
I
G
-
Z7
1
1
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音楽団体協議会が発足

親ぼく
毎
年
市
民
音
楽
祭
に
参
加
し
て

い
た
団
体
を
中
心
に
、

音
楽
団
体

の
親
ぼ
く
と
音
楽
文
化
の
発
展
を

日

毎

月

第

3
土

曜

日

午

後

1
時

1

4
時

目
的
に
大
村
市
音
楽
団
体
協
議
会

が
発
足
し
ま
し
た
。

参
加
団
体
パ

l
ル
ハ
ワ
イ
ア
ン

ズ
・
音
楽
同
好
会
・
大
村
ギ
タ

i
合
奏
団
・
犬
村
混
声
合
唱
団

大
村
少
年
合
唱
団
・
カ
ト
レ
ア

グ
ル
ー
プ
・
規
友
会
・
鳳
友
会

宮
城
会
・
若
水
会
・
筑
紫
会
・

松
の
実
会

役
員

長

副
会
長

副
会
長

高
浜
圭
甫

田
川
恒
之

今
回
勝
則

会

主
な
事
業

市
民
音
楽
祭
の
開
催

各
種
音
楽
会
の
開
催
、
後
援

補
助
グ
ラ
ン
ド
・
ナ
イ
タ
ー

使

用

申

込

み

手

続

多
く
の
申
込
み
が
予
想
主
れ
ま
優
先
し
、
そ
の
期
聞
に
グ
ラ
ン
ド

す
の
で
、
次
の
と
お
り
、
受
付
を
が
あ
い
て
い
る
場
合
は
、
申
込
み

し

ま

す

。

順

に

使

用

し

て

い

た

だ

き

ま

す

。

希
望
の
団
体
は
、
受
付
日
の
午
当
分
の
間
以
上
の
方
法
で
処
理

後
四
時
に
市
教
育
委
員
会
へ
申
込
し
、
皆
様
の
ご
希
望
に
よ
り
順
次

ん

で

下

さ

い

。

方

法

を

改

善

し

ま

す

。

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
せ
ん
詳
し
く
は
、
市
体
育
課
に
お
聞

を

し

ま

す

。

い

合

せ

下

さ

い

。

な
お
左
表
の
と
お
り
、
二
十
五
使
用
料
金
一
コ

l
ト
三
十
分
ご

目
、
五
日
、
十
五
日
の
申
込
み
を
と
に
二
百
五
十
円

申

込

み

受

付

白

河
日
i

円
滑
|一同

比
グ
)
巾
|

一
日

t
十
日
ま
で

一
前
月
の
二
十
五
日
に

十
一
日

t
二
十
日
ま
で

一
同
月
の
五
日
に

二
十
一
日

t
月

末

喜

一

同
月
の
十
五
日
に

園
第
十
六
回
市
民
音
楽
祭
は
、
十

詳
し
く
は
、
市
社
会
教
育
課
へ

月

二

十

六

日

で

す

。

(

電

話

③

l
四
一
一
一
)

み

ん

な

で

愛

の

献

血

を

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
い
ま

病
気
や
交
通
事
故
な
ど
に
よ
り
血

液
を
必
要
と
す
る
人
が
た
く
さ
ん

お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
人
た
ち
の
た
め
に
、
又
、

い
つ
か
自
分
や
家
族
が
輸
血
を
必

要
と
な
っ
た
と
き
の
た
め
に
、
み

ん
な
で
献
血
に
よ
る
助
け
合
い
を

1
)
古
ナ
し

ょ
・っ。

献
血
受
付
日
毎
週
火
曜
日

場
所
国
立
長
崎
中
央
病
院

午
前
十
時

l
十
二
時

市
立
病
院

午
後

一
時

1
三
時

福

祉

セ
、.，... 

タ



J‘・、

一
お

h
部
¥
-b

一

「¥、、

母
」
、
こ

-

午
前
八
時

l
午
後
六
時

元
三
城
保
育
所
跡

(
福
祉
セ

ン
タ
ー
横
)

指

謹

員

二

人

内
容

涼
し
い
う
ち
に
勉
強
し
プ

ー
ル
、
キ
ャ
ン
プ
、
山
登
り
社

会
見
学
な
ど
計
画
し
て
い
ま
す

申
込
み
及
び
問
合
せ

大
村
学
童
保
育
父
母
の
会

電

話
昼
間
|
井
上

夜
間
|
橋
口

場時
所 間

昭和50年 7月15日
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ム
竹
松
本
町
の
馬
場
ハ

エ
ノ
さ
ん

は
亡
父
三
吉
さ
ん
の
忌
明
に

大
村
市
手
を
つ
な
〈
親
の
会
へ

ご
預
託

ム
久
原
郷
の
小
村
忠
吉
さ
ん
は
結

婚
費
用
の
一
部
を
精
薄
児
慰
問

費
と
し
て

大
村
市
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会

へ
ご
預
託

ム
寿
古
郷
の
平
ム
メ
さ
ん
は
亡
夫

繁
さ
ん
の
忌
明
に

殉
国
慰
霊
奉
賛
会
大
村
支
部
へ

金
一
封

ム
玖
島
郷
池
の
坊
(
匿
名
希
望
)

か
ら

さ
ん
は
教
育
振
興
の
た
め
に

社
会
福
祉
事
業
費
へ
金
一
封

ム
乾
馬
場
住
宅
の
佐
々
木
カ

ツ
エ

さ
ん
は
亡
夫
貫
之
さ
ん
の
忌
明

と
ム
昭
和
通
り
の
前
川
弘
さ
ん
は
亡

父
茂
さ
ん
の
忌
明
に

ム
中
諏
訪
の
中
村
ヨ
シ

さ
ん
は
亡

夫
伊
佐
市
さ
ん
の
忌
明
に

ム
原
口
町
の
南

一
弘
さ
ん
は
拾
得

金
の
還
付
金
を

ム
中
諏
訪
町
の
北
川
悪
さ
ん
は
亡

妻
サ
モ
さ
ん
の
忌
明
に

ム
大
川
田
町
の
久
保
勝
真
さ
ん
は

亡
父
寅
治
さ
ん
の
忌
明
に

三
城
小
学
校

へ
教
育

機
器
を

ム
西
三
城
町
の
牧
島

楽
器
居

(代
表
者

牧
島
守
さ
ん
〉

は

音
楽
教
育
振
興
の

た
め
に

郡
中
学
校

へ
教
育
振

興
資
金

ム
皆
同
郷
の
田
川
寿

さ
ん
は
亡
夫
恒
夫

さ
ん
の
忌
明
に

教
育
機
器
を

ム
玖
島
郷
の
大
村
学

習
社
(
岩
永
好
生
)

せ

し

り

図ご寄付ありがとうございました図

園
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す
か

八
月
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で

す。

注
射
と
検
診

圃
妊
婦
教
室

②

l
四
七

一
七

③
|
三
六

O
八

妊
娠
は
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん

つ
わ
り
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不

安
を
ふ
き
と
ば
し
、
明
る
え
元
気

に
夏
を
過
す
た
め
に
、
一

緒
に
勉

強
し
ま
し
ょ
う

H

特
に
、
初
め
て
の
妊
娠
の
人
は

で
き
る
だ
け
ど
出
席
下
さ
い
。

時
間

吊
後

一
時
か
ら

「

場
所

市
御
所
健
康
相
談
室

日程表
13時-16時

一 般 相 談

妊婦 教室

乳 幼児相 談

妊婦 教室

一 般 相 談
妊婦教室
乳幼児相 談

園
大
村
混
声
合
唱
団

団
員
を
募
集

大
村
混
声
合
唱
団
で
は
、
十
二

月
十
三
日
の
発
表
会
に
向
け
て
練

習
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

-
歌
が
好
き
な
人
は
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す

.
練
習
日
は
毎
週
火

・
金
曜
日

午
後
七
時

t
九
時

-
会
場
は
中
央
公
民
館

園
連
絡
は
、
田
川
恒
之
②
|
四

0

0
0
(田
川
小
児
医
院
)
富
永

③
|
四
一
一
一
(
市
社
会
教
育

課
)
へ
連
絡
下
さ
い
。

又
、
直
接
練
習
日
に
参
加
し
て

下
さ
い
。

圃
貯
蓄
の
作
文
を
募
集

貯
蓄
増
強
中
央
委
員
会
で
は
、

全
国
の
小
λ

中
学
生
か
ら
「
貯
蓄

定
す
る
た
め
に
園
が
行
う
試
験
で

合
格
し
た
人
に
は
高
等
学
校
の
入

学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

受
験
資
格
昭
和
五
十
一
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
満
十
五
歳
以

上
に
な
る
人

願
書
受
付
期
間

八
月
十
六
日

l
九
月
十
六
日

受
付
場
所

長
崎
市
江
戸
町
二
ノ
一
三

長
崎
県
教
育
庁
学
校
教
育
課

試
験
期
日
及
び
試
験
科
目

十
一
月
十
一
日

国
語
、
社
会
、

数
学
、
理
科
、

外
国
語

詳
し
く
は
市
学
校
教
育
課
へ

小
倉
北
区
紺
屋
町

一
三

l
て

毎
日
新
聞
西
部
本
社
学
生
新
聞

編
集
部
「
貯
蓄
の
作
文
」
係

入
選
発
表
十
月
十
七
日
(
毎
日

新
聞
紙
上
)

詳
し
く
は
市
社
会
教
育
課
へ

の
作
文
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

題
自
由
で
す
が
、

ぼ
く
(
わ
た
く
し
)
の
貯
蓄
、

乙
づ
か
い
帳
の
記
帳
に
つ

い
て

お
金
や
物
を
大
切
に
す
る
乙
と

の
大
切
さ
な
ど

資
格

小
学
生
及
び
中
学
生

原
稿

て

四

百
字
詰
め
原
稿
用
紙
三
枚

以
内

二、

原
稿
に
は
学
校
名
、
学
年、

氏
名
(
ふ
り
が
な
を
つ
け
る
)

を
書
い
て
下
さ
い

三
、
応
募
原
稿
は
返
し
ま
せ
ん

締
切
八
月
三
十
一
日
(
当
日
の

消
印
有
効
)

送

付

先

〒

八

O
ニ

り

一一 ! 内 容 |
8)3'6日 10知っておきたわ、母と子のための制度

(第1回)10旺娠中の保健(乳房マ、立サージの実習)

8月13日19安産のために(補助動作妊婦体操の実習)
10産後の保健

(第2回)10育児(赤ちゃんの入浴のさせ方の実習)

8月初日 10家庭の幸せのために (家族計画)
(第3回)10妊娠中の栄養のとり方(貧血食の実習〉

※母子健康手帳をど持参下さい

一
圃
夏
休
み
中
の

学
童
保
育
所

入

所

案

内

共
働
き
や
父
子
・
母
子
家
庭
の

カ
ギ
ッ
子
の
た
め
に
小
学
校
低
学

年
の
お
子
さ
ん
を
預
っ
て
お
世
話

し
ま
す。

期
間

七
月
二
十
一
日
、t
八
月
三

J

‘
十
一

日

ハ日
曜
日
は
休
み
V

おおむ

募

圃
就
学
義
務
猶
予
免
除

者
の
中
学
校
卒
業
程

度
認
定
試
験

市政だより

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由

の
た
め
に
、
義
務
教
育
諸
学
校
に

就
学
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
、

就
学
を
猶
予
又
は
免
除
さ

れ

た

人
な
ど
に
対
し
、
中
学
校
卒
業
程

度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認

(7) 

北
九
州
市
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(8) 

習

会

講
-
第

3
回

生
き
が
い
論
講
座

市政だより

日
時
七
月
二
十
二
日
(
火
)
午

後
一
時
三
十
分

t
三
時
三
十
分

場
所
中
央
公
民
館

対
象
一
般
成
人

受
講
料
無
料

内
容
「
わ
た
し
の
生
き
が
い
を

語
る
」

講
師
書
道
講
師

馬
場
呉
峰
先
生

申
込
参
加
希
望
者
は
.
七
月
二

十
一
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。
第
一
回
申
込
者

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
先
久
原
郷
一
の
一
中
央
公

民
館
「
生
き
が
い
論
講
座
」
係

電
話
②
|
四
三
二
一

圃
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
、

仲
間
づ
く
り
と
リ
ー
ダ
ー
の
養
成

を
行
う
研
修
会
を
聞
き
ま
す
。

期
日
八
月
十
一
日

1
十
二
月
二

十
二
日
.
毎
月
第
二
・
四
(
月

曜
日
)
(
月
二
回
)

午
後
七
時

l
九
時

会
場
中
地
区
公
民
館

募
集
レ
ク
リ
エ

l
ジ
ョ
ン
に
関

心
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
始
め
た

い
と
思
う
男
女

内
容

O
レ
ク
を
楽
し
く

O
ゲ
l

ム
の
い
ろ
い
ろ

O
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス

O
レ
ク
ソ
ン
グ

O
つ
ど
い

の
も
ち
か
た
つ
く
り
か
た

主
催
大
村
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

指
導
者
ク
ラ
ブ

市
教
育
委
員
会

申
込
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
八

月
二
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
か
電
話

で
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
は
、
玖
島
郷
二
五

会
教
育
課
へ

催

し

も

の

圃
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
タ
ベ

古
切
手
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト

八
月
二
日
(
土
)

午
後
七
時
三
十
分

場
所
商
工
会
議
所
大
ホ
ー
ル

(
県
営
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
三
階
)

演
奏
パ
ー
ル
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

大
村
混
声
合
唱
団

大
村
音
楽
同
好
会

主

催

パ

l
ル
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

協
賛
大
村
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

後
援
市
教
育
委
員
会

大
村
音
楽
団
体
協
議
会

お
願
い
入
場
は
無
料
で
す
が
、

日
時

古
切
手
を
何
枚
で
も
結
構
で
す

切
取
っ
て
持
っ
て
き
て
下
さ
い

市
社

-
東
京
混
声
合
唱
団

特
別
演
奏
会

芸
術
文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る

目
的
で
、
皆
様
お
な
じ
み
の
東
京

混
声
合
唱
団
の
演
奏
会
を
開
催
し

ま
す
。東

京
混
声
合
唱
団
は
、
プ
ロ
合

唱
団
の
リ
ー
ダ
ー
格
と
し
て
活
躍

し
、
年
間
二
十
回
の
自
主
公
演
を

は
じ
め
、
全
国
各
地
で
演
奏
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
九
月
十
一
日
(
木
)

午
後
六
時
三
十
分
間
演

場
所
市
民
会
館

入

場

料

大

人

千

円

小
・
中
・
高
生
四
百
円

(
全
席
自
由
席
で
す
)

演
奏
曲
目

。
合
唱
の
名
曲

ハ
レ
ル
ヤ
コ
ー
ラ
ス
・
流
浪
の

民
・
か
ら
た
ち
の
花
外

O
現
代
日
本
人
の
作
品
か
ら

合
唱
の
た
め
の
コ
ン
ポ
ジ
シ
ョ

ン

1

O
各
国
の
民
謡
か
ら

仕
事
の
歌
・
五
木
の
こ
も
り
う

た
・
シ
ュ
リ
ト
リ
ン
ド
外

入
場
券
発
売
日

八
月
一
日
(
金
)
い
っ
せ
い
発
売

発
売
場
所

森
竹
電
気
商
会
、
ア
オ
パ
ラ
ジ

オ
商
会
、
原
田
楽
器
古
町
居
、

牧
島
楽
器
居
.
長
崎
書
居
、
商

工
会
議
所
、
市
役
所
市
民
相
談

室
、
中
央
・
中
地
区
公
民
館
、

市
民
会
館
、
音
楽
団
体

※
お
問
合
せ
は
、
市
社
会
教
育
課

へ
電
話
③
1

四
一
一
一

ス

ポ

l

ツ

圃
少
年
少
女

ゴ
ム
ボ
ー
ト
大
会

八
月
三
日

午
前
十
時

t
午
後
三
時

場
所
大
村
競
艇
場

参
加
資
格
小
学
生
の
男
女

参

加

料

無

料

申
込
方
法
ハ
ガ
キ
か
電
話
で
玖

島
郷
一
五
長
崎
県
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
会

電
話
②

l
六
一
九
四
へ

日
時

-
水
泳
教
室

対
象
小
学
校
三
年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
の
男
女
で
全
然
泳
げ
な

い
人
(
三

l
四
仇
の
人
も
含
む
)

目
時
七
月
二
十
三
日

I
二
十
六

日
午
後
三
時

l
六
時

場
所
市
民
プ
l
ル

募
集
人
員
五
十
人
(
多
数
の
場

合
は
抽
せ
ん
で
決
定
)

参
加
料
無
料

指
導
者
市
水
泳
連
盟
指
導
員

申
込
期
限

七
月
二
十
一
日

正
午
ま
で

申
込
往
復
は
が
き
に
、
住
所
、

氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、
電
話

番
号
を
か
い
て
市
体
育
課
へ

そ

の

他

圏
中
小
企
業
労
働
福
祉

施
設
等
改
善
資
金
の

ご
利
用
を

資
格
資
本
金
が
一
千
万
円
以
下

又
は
、
従
業
員
が
三
百
人
以
下

の
県
内
事
業
主
一
、
又
は
そ
の
団

体。

対
象
に
な
る
施
設

労
働
者
住
宅
、
保
健
衛
生
施
設

給
食
施
設
、
文
化
厚
生
娯
楽
施

設。

申
請
受
付
十
一
月
三
十
日
ま
で

融
資
限
度
額

事
業
主
五
百
万
円

事
業
主
団
体
千
五
百
万
円

利

率

年

六
Mm

返
済
五
年
以
内
の
月
賦
償
還

ハ
六
カ
月
以
内
す
え
置
)

取
扱
金
融
機
関

十
八
銀
行
、
親
和
銀
行

※
詳
し
く
は
県
労
政
福
祉
課

(
@
l
一
一
一
一
)

佐
世
保
労
政
事
務
所

(
@
r
四
四
三
九
)

ま
た
は
市
商
工
観
光
課
へ

園
児
童
室
の
夏
期
利
用

に
つ
い
て

市
立
図
書
館

七
月
二
十
三
日
(
水
)
か
ら
八

月
三
十
一
日
(
日
)
ま
で
の
児
童

室
(
小
学
生
)
の
利
用
時
間
は
次

の
と
お
り
で
す
。

O
水
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で
は

午
前
十
時
l
午
後
五
時

O
火
曜
日
は
午
後
一
時

t
五
時

O
月
曜
日
と
二
十
五
日
は
休
館
。

(
一
般
閲
覧
室
は
午
前
九
時
開

館
に
な
っ
て
い
ま
す
〉

園
大
村
史
談
会
叩
号

頒
布
中

大
村
史
談
会
で
毎
年
一
回
発
行

の
郷
土
史
雑
誌
で
す
。

七
月
十
五
日
ご
ろ
着
本
予
定
で

す
の
で
、
希
望
者
は
次
の
所
へ
お

い
で
下
さ
い
。

中
央
公
民
館
内
大
村
史
談
会

事
務
局
松
尾
正
己

大
村
史
談
会
十
号

百
三
十
二
ペ
ー
ジ

頒
布
価
九
百
円
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